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こ
の
論
文
を
讀
む
人
は
、
更
に
大
正
十
四
年
十
二
月
發
行
の
『
白
鳥

　
　
　
　
博
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢
』
中
に
收
め
た
拙
稿
「
歴
史
上
よ
り
觀

　
　
　
　
た
る
南
北
支
那
」
を
參
照
あ
り
た
い
。

　
晉
室
の
南
渡
は
支
那
の
世
相
の
一
大
廻
轉
で
、
種
々
の
方
面
に
重
大
な
る
影

響
を
及
ぼ
し
て
居
る
。
從
つ
て
支
那
歴
史
上
決
し
て
輕
々
に
看
過
す
べ
か
ら
ざ

る
事
變
で
あ
る
。
晉
室
の
南
渡
を
起
頭
と
し
た
三
百
年
間
、
概
し
て
言
へ
ば
六

朝
時
代
は
、
多
く
の
場
合
に
於
て
、
一
般
の
史
家
よ
り
餘
り
重
要
視
さ
れ
て
居

ら
ぬ
が
、
支
那
の
文
化
史
の
上
よ
り
論
じ
て
も
、
將
た
民
族
史
の
上
よ
り
觀
て

も
、
重
大
な
る
意
義
を
有
し
て
居
る
こ
と
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
支
那
の
古
代
に
於
け
る
漢
族
の
根
據
地
、
從
つ
て
支
那
の
文
化
の
中
樞
は
、

北
支
那
に
限
つ
た
も
の
で
、
南
支
那
は
全
然
無
關
係
で
あ
つ
た
。
南
北
支
那
の

區
別
は
、
必
ず
し
も
一
定
し
て
居
ら
ぬ
が
、
大
體
よ
り
論
じ
て
、
北
支
那
と
は

主
と
し
て
黄
河
の
流
域
地
で
、
今
の
直
隷
・
山
西
・
山
東
・
河
南
・
陝
西
・
甘

肅
の
地
に
當
る
の
で
あ
る
。
南
支
那
と
は
揚
子
江
の
流
域
、
殊
に
主
と
し
て
江

南
の
地
を
指
す
の
で
あ
る
。
今
の
地
理
で
い
へ
ば
、
湖
南
・
江
西
・
浙
江
・
福

建
・
廣
東
・
廣
西
諸
省
の
地
で
あ
る
。
湖
北
・
安
徽
・
江
蘇
三
省
の
地
は
、
そ

の
大
部
は
江
北
に
在
る
け
れ
ど
も
、
勿
論
南
支
那
の
範
圍
に
屬
す
べ
き
も
の
で

あ
る
。
但
こ
の
三
省
の
北
部
殊
に
淮
北
の
地
は
、
む
し
ろ
北
支
那
の
色
彩
を
帶

び
て
居
る
事
實
を
否
定
す
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。

　
ド
イ
ツ
の R

ichthofen 

は
古
代
に
於
け
る
漢
族
の
發
展
に
就
い
て
、
大
要
次

の
如
き
見
解
を
下
し
て
居
る
（
１
）
。

　
（
１
）
漢
族
は
所
謂
堯
舜
時
代
よ
り
遙
か
以
前
に
於
て
、
支
那
本
部
の
地
に

　
移
轉
し
て
來
た
。
彼
等
の
原
住
所
は
不
明
で
あ
る
が
、
支
那
の
古
典
の
記
事

　
か
ら
推
し
て
、
彼
等
が
曾
て
甘
肅
西
部
の
所
謂
河
西
地
方
に
住
居
し
た
こ
と

　
は
疑
を
容
れ
ぬ
。

　
（
２
）
こ
の
河
西
地
方
か
ら
崑
崙
山
脈
の
北
麓
に
沿
ひ
、
今
の
蘭
州
府
（
甘

　
肅
）
鞏
昌
府
（
甘
肅
）
等
を
經
て
、
渭
水
の
上
流
に
出
で
、
次
第
に
東
に
進

　
み
、
今
の
西
安
府
（
陝
西
）
管
下
の
平
原
へ
來
て
、
茲
で
彼
等
が
中
央
ア
ジ

　
ア
か
ら
將
來
し
た
農
耕
を
試
む
る
こ
と
と
な
つ
た
。

　
（
３
）
渭
水
の
流
域
を
占
領
し
た
後
ち
、
漢
族
は
成
る
べ
く
山
地
を
避
け
て
、

　
灌
漑
の
便
利
あ
る
平
地
を
選
び
つ
つ
、
尤
も
農
耕
に
適
當
し
た
方
面
に
發
展

　
し
て
往
つ
た
。
こ
の
結
果
と
し
て
、
彼
等
は
自
然
下
の
如
き
二
つ
の
方
向
を

　
と
る
こ
と
と
な
つ
た
。

　
　
（
ａ
）
彼
等
は
一
方
で
は
黄
河
を
越
え
て
、
汾
水
の
下
流
よ
り
山
西
方
面

　
　
に
向
う
た
。

　
　
（
ｂ
）
一
方
で
は
彼
等
は
黄
河
の
流
に
沿
う
て
、
河
南
府
（
河
南
）
附
近

　
　
の
平
原
に
出
で
、
そ
れ
か
ら
更
に
三
方
面
に
發
展
し
て
往
つ
た
。
そ
の
一

　
　
は
懷
慶
府
（
河
南
）
を
經
て
、
黄
河
と
太
行
山
と
の
間
に
沿
う
て
北
に
進

　
　
み
、
一
つ
は
伊
水
を
溯
つ
て
、
汝
州
（
河
南
）
南
陽
府
（
河
南
）
を
經
て

　
　
南
に
進
み
、
一
は
東
進
し
て
山
東
方
面
に
出
で
、
茲
か
ら
北
し
て
黄
河
の

　
　
下
流
地
に
發
展
し
、
又
は
南
し
て
淮
水
の
流
域
か
ら
、
次
第
に
揚
子
江
の

　
　
下
流
に
發
展
し
た
こ
と
と
思
ふ
。

　
漢
族
の
原
住
地
の
問
題
は
し
ば
ら
く
措
き
、
古
代
の
漢
族
が
黄
河
流
域
の
北

支
那
を
根
據
地
と
し
て
、
發
展
し
て
往
つ
た
こ
と
は
、
殆
ど
疑
を
容
る
る
餘
地

が
な
い
の
で
あ
る
。

　
漢
族
は
夙
に
自
ら
そ
の
四
隣
の
異
族
と
區
別
し
て
、
夏
と
稱
し
、
又
は
諸
夏

3



・
中
夏
・
華
夏
・
中
華
・
中
國
等
と
稱
し
て
、
彼
等
自
身
の
優
秀
を
誇
り
、
高

く
標
置
し
て
居
つ
た
。
當
時
謂
ふ
所
の
中
國
若
く
ば
中
夏
と
は
、
今
の
河
南
・

山
東
の
大
部
、
直
隷
・
山
西
の
南
部
、
陝
西
の
一
部
に
過
ぎ
ぬ
。
彼
等
は
こ
の

以
外
の
國
若
く
ば
人
を
、
戎
狄
若
く
ば
蠻
夷
と
し
て
擯
斥
も
し
輕
侮
も
し
た
。

當
時
南
支
那
に
國
し
て
居
つ
た
荊
楚
・
句
呉
・
於
越
の
諸
王
は
、
自
ら
そ
の
蠻

夷
た
る
こ
と
を
認
め
て
、
鋭
意
北
方
の
文
化
を
輸
入
す
る
こ
と
を
圖
つ
た
の
で

あ
る
。

　
春
秋
の
末
よ
り
戰
國
に
か
け
て
、
支
那
の
學
術
は
勃
興
し
た
が
、
そ
の
重
な

る
學
者
は
、
殆
ど
皆
北
支
那
の
産
で
あ
る
。
し
ば
ら
く
孔
門
の
諸
弟
子
に
就
い

て
之
を
觀
て
も
、
勿
論
魯
人
最
も
多
く
、
衞
人
・
齊
人
・
宋
人
之
に
次
ぐ
、
皆

北
支
那
の
人
で
あ
る
。
呉
・
楚
の
産
は
僅
々
數
輩
に
過
ぎ
ぬ
。
『
史
記
』
に
は

子
游
を
呉
人
と
記
し
て
あ
る
け
れ
ど
、
そ
は
頗
る
疑
は
し
い
（
２
）
。
公
孫
龍

・
任
不
齊
・
秦
商
の
三
人
は
、
或
は
楚
人
と
な
す
者
も
あ
る
け
れ
ど
、
皆
後
世

の
説
で
、
一
層
信
憑
す
る
に
足
ら
ぬ
。
こ
の
四
人
を
除
く
と
、
濟
々
た
る
孔
門

の
諸
弟
子
中
、
殆
ど
一
人
も
南
支
那
の
産
は
な
い
の
で
あ
る
。
或
は
儒
家
の
學

を
齊
魯
の
學
と
稱
へ
て
、
北
方
思
想
を
代
表
す
る
も
の
と
し
、
道
家
の
學
を
荊

楚
の
學
と
呼
び
、
南
方
思
想
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
、
春
秋
戰
國
の
交
、
早

く
已
に
南
北
支
那
の
文
化
が
相
頡
頏
す
べ
き
状
況
に
あ
つ
た
か
の
如
く
論
ず
る

學
者
も
あ
る
が
、
こ
は
老
※






・
莊
周
・
列
禦
寇
ら
道
家
の
大
立
者
は
、
何
れ
も

今
の
河
南
の
産
で
あ
る
と
い
ふ
事
實
を
無
視
し
た
、
粗
笨
の
議
論
で
あ
る
（
３
）

。　
秦
の
始
皇
帝
が
六
國
を
統
一
し
て
、
南
方
經
營
に
着
手
し
て
以
來
、
呉
・
越

の
故
地
は
固
よ
り
、
遠
く
南
粤






の
地
ま
で
も
皆
秦
の
版
圖
に
列
し
、
漢
族
の
南

下
す
る
も
の
日
に
多
き
を
加
へ
て
、
南
支
那
の
風
氣
開
發
に
多
大
の
影
響
を
與

へ
た
が
、
秦
漢
時
代
を
通
じ
て
、
依
然
北
支
那
が
文
化
の
中
樞
で
あ
つ
た
。

　
西
漢
時
代
に
は
山
東
出
相
、
山
西
出
將
と
い
ふ
語
が
あ
る
（
４
）
。
東
漢
時

代
に
も
、
關
西
出
將
、
關
東
出
相
と
い
ふ
諺
が
あ
る
（
５
）
。
是
に
謂
ふ
所
の

山
東
・
山
西
は
華
山
を
基
點
と
し
て
定
め
た
名
稱
で
、
函
谷
關
を
基
點
と
し
て

定
め
た
關
東
・
關
西
と
、
ほ
ぼ
同
一
の
意
義
を
も
つ
て
居
る
（
６
）
。
要
す
る

に
兩
漢
時
代
の
文
武
の
名
士
は
、
北
支
那
の
産
に
限
つ
た
も
の
で
あ
る
。

　
西
漢
の
高
祖
は
沛
か
ら
起
つ
た
。
從
つ
て
西
漢
時
代
の
卿
相
は
、
蕭
何





・
曹

參
・
王
陵
・
周
勃
・
樊

※







を
始
め
、
沛
を
中
心
と
し
た
徐
・
兗
二
州
の
人
物

が
多
い
。
東
漢
時
代
に
は
光
武
帝
の
故
郷
で
あ
る
南
陽
出
身
の
大
臣
が
多
い
。

※
禹





・
李
通
・
岑
彭






・
呉
漢
・
賈
復
ら
皆
そ
れ
で
あ
る
。
沛
と
南
陽
と
地
は
異

つ
て
も
、
等
し
く
北
支
那
の
範
圍
に
屬
す
る
の
で
あ
る
。

　
兩
漢
時
代
に
北
塞
南
徼
の
外
に
偉
功
を
建
て
た
人
物
も
亦
北
支
那
の
産
が
多

い
。
張
騫
・
李
廣
・
蘇
武
・
趙
充
國
・
甘
延
壽
・
傅
介
子
・
段
會
宗
・
馬
援
・

班
超
・
班
勇
・
梁
※
な
ど
、
何
れ
も
所
謂
關
西
の
産
で
あ
る
。

　
兩
漢
の
學
問
と
い
へ
ば
儒
學
に
限
る
が
、
そ
の
儒
學
者
中
に
も
南
支
那
人
は

餘
り
見
當
ら
ぬ
。
經
學
の
傳
統
を
た
づ
ね
る
と
、
易
は
六
家
に
分
れ
て
居
る
が
、

施
氏
易
の
施
讎
（
沛
）
、
孟
氏
易
の
孟
喜
（
東
海
）
、
梁
丘
氏
易
の
梁
丘
賀

（
琅
邪
）
、
京
氏
易
の
京
房
（
東
郡
）
、
費
氏
易
の
費

直







（
東
莱
）
、
高
氏

易
の
高
相
（
沛
）
皆
北
支
那
人
で
あ
る
。
書
に
つ
い
て
は
歐
陽
氏
學
の
歐
陽
高

（
千
乘
）
、
大
夏
侯
氏
學
の
夏
侯
勝
（
魯
）
、
小
夏
侯
氏
學
の
夏
侯
建
（
魯
）
、

古
文
尚
書
の
孔
安
國
（
魯
）
、
詩
に
つ
い
て
は
魯
詩
の
申
公
（
魯
）
、
齊
詩
の

轅
固
生







（
齊
）
、
韓
詩
の
韓
嬰
（
燕
）
、
毛
詩
の
毛

萇







（
趙
）
と
い
ふ
風
に
、

經
學
に
大
關
係
あ
る
學
者
は
皆
北
支
那
、
殊
に
齊
・
魯
の
産
が
多
い
。

　
孟
子
は
楚
人
を
南
蠻
鴃
舌






の
人
と
罵
つ
た
（
７
）
。
秦
漢
以
來
南
土
の
風
化

は
日
に
開
け
た
け
れ
ど
、
楚
人
は
矢
張
り
沐
猴






而
冠
と
酷
評
さ
れ
て
居
る
（
８
）

。
三
國
西
晉
時
代
に
か
け
て
北
支
那
人
は
南
人
を
貉
奴





又
は
貉
子





と
稱
し
て
指
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斥
し
た
（
９
）
。
江
南
は
一
般
に
卑
薄
之
域
と
評
價
さ
れ
て
居
る
（10

）
。
秦

漢
魏
晉
五
百
年
の
間
、
南
方
に
も
范
増
出
で
、
韓
信
・
英
布
が
出
て
ゐ
る
。
み

な
江
淮
の
間
に
人
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
初
め
て
漢
の
西
域
都
護
と
な
つ
た
鄭

吉
、
『
論
衡
』
の
著
者
王
充
は
、
等
し
く
會
稽
（
浙
江
）
の
産
で
あ
る
。
東
漢

の
末
に
は
大
臣
と
し
て
胡
廣
あ
り
周
景
あ
り
、
名
士
と
し
て
徐
穉





あ
り
臧
洪






が

あ
る
。
詞
賦
の
陳
琳
、
經
學
の
包
咸
と
併
せ
て
、
何
れ
も
南
人
の
精
華
で
あ
る
。

三
國
時
代
に
降
る
と
、
呉
に
は
孫
堅
・
孫
策
・
孫
權
の
父
子
兄
弟
、
陸
遜
・
陸

抗
・
陸
機
・
陸
雲
の
父
祖
子
孫
、
周
瑜





・
魯
肅
の
才
、
韋
昭
・
虞
翻





の
學
、
濟

々
た
る
多
士
の
觀
は
あ
る
が
、
併
し
大
體
よ
り
觀
察
す
る
と
、
北
支
那
と
南
支

那
と
の
間
に
、
當
時
猶
ほ
文
野
の
大
懸
隔
の
存
し
た
こ
と
は
、
動
か
す
べ
か
ら

ざ
る
鐵
案
で
あ
る
。
西
晉
の
陳
※
の
豫
州
人
士
、
常
半
天
下
の
一
語
に
よ
つ
て

も
、
豫
州
（
河
南
）
を
中
心
と
す
る
北
支
那
が
、
當
時
文
化
の
淵
藪
た
り
し
事

實
を
、
容
易
に
悟
了
す
る
こ
と
が
出
來
る
（11

）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
然
る
に
晉
室
の
南
渡
は
、
こ
の
南
北
の
文
野
の
區
劃
に
、
大
な
る
變
動
を
生

ぜ
し
む
る
原
因
と
な
つ
た
。
殺
伐
野
蠻
な
塞
外
種
族
が
、
古
來
漢
族
の
根
據
地

で
あ
つ
た
北
支
那
を
占
領
し
て
、
茲
に
三
百
年
間
、
優
勝
者
の
權
力
を
振
ひ
、

漢
族
の
天
子
は
そ
の
大
官
貴
族
の
多
數
と
共
に
、
南
支
那
に
移
住
す
る
と
い
ふ

一
大
事
變
が
、
支
那
文
化
の
中
樞
に
大
變
動
を
及
ぼ
す
べ
き
は
、
冒
頭
よ
り
期

待
す
る
こ
と
が
出
來
る
。

　
塞
外
種
族
の
北
支
那
へ
移
住
し
、
若
く
ば
歸
化
し
來
た
も
の
は
、
兩
漢
・
三

國
・
西
晉
時
代
に
か
け
て
、
決
し
て
少
數
で
は
な
か
つ
た
。
西
晉
時
代
に
は
一

時
に
十
萬
以
上
の
大
衆
の
移
住
歸
化
も
稀
有
で
な
か
つ
た
。
西
北
方
面
の
州
郡

で
は
、
戎
狄
と
漢
族
と
居
民
相
半
す
る
有
樣
さ
へ
あ
つ
た
。
西
晉
の
太
康
元
年

に
郭
欽
、
元
康
九
年
に
江
統
、
相
前
後
し
て
徙
戎






論
を
た
て
ま
つ
り
、
内
地
に

雜
居
せ
る
塞
外
種
族
の
處
置
の
急
務
な
る
こ
と
を
、
絶
叫
疾
呼
し
た
の
は
こ
の

故
で
あ
る
。

　
所
が
今
や
此
等
の
塞
外
種
族
が
、
被
治
者
と
し
て
雜
居
す
る
で
は
な
く
、
堂

々
と
實
力
に
よ
つ
て
北
支
那
を
占
領
し
て
、
漢
族
を
統
治
す
る
こ
と
と
な
つ
た

の
で
あ
る
。
勿
論
晉
室
が
南
渡
し
て
も
、
漢
族
の
多
數
は
依
然
北
支
那
に
住
ん

で
居
る
。
北
支
那
の
主
權
が
匈
奴
・
羯
・
鮮
卑
・
氐
・
羌
と
移
轉
し
て
も
、
漢

族
の
人
材
は
何
れ
の
種
族
に
も
登
庸
さ
れ
た
。
併
し
要
す
る
に
彼
等
は
劣
敗
者

で
あ
る
。
被
治
者
で
あ
る
。
衣
冠
の
華
族
す
ら
胡
人
の
陵
侮
を
免
れ
得
れ
ば
幸

と
す
る
世
の
中
で
あ
つ
た
（12

）
。
彼
等
の
多
數
は
漢
狗
と
か
一
錢
漢
と
か
い

ふ
侮
辱
を
甘
受
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
（13

）
。
漢
狗
と
は
狗
同
樣
の
漢

人
と
い
ふ
意
味
で
、
一
錢
漢
と
は
一
文
奴
の
漢
人
と
い
ふ
意
味
で
あ
る
。
か
く

て
塞
外
種
族
の
大
臣
大
將
の
下
に
、
日
一
日
と
塞
外
の
風
氣
が
北
支
那
に
浸
潤

彌
蔓
す
る
の
は
、
自
然
の
勢
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
之
に
反
し
て
南
支
那
は
、
そ
の
間
、
終
始
漢
族
の
天
子
を
戴
い
た
。
漢
族
の

士
民
も
亦
尠
か
ら
ず
、
晉
室
と
共
に
南
に
移
つ
た
。
或
は
兵
力
を
以
て
強
逼
さ

れ
て
、
本
意
な
ら
ず
移
つ
た
も
の
も
あ
る
。
江
淮
以
南
の
地
、
到
る
處
に
僑
郡

又
は
僑
縣
を
建
て
て
、
茲
に
こ
れ
ら
新
來
の
北
人
を
安
插
し
た
。
殊
に
王
氏
・

謝
氏
を
始
め
、
中
國
の
名
族
甲
姓
は
、
多
く
亂
を
避
け
て
江
南
に
徙
り
、
當
時

の
い
は
ゆ
る
僑



姓
と
な
つ
た
。
僑
姓
僑
民
は
當
初
こ
そ
故
土
を
思
慕
し
て
、
南

土
の
版
籍
に
列
す
る
こ
と
を
拒
ん
だ
け
れ
ど
、
五
十
年
の
歳
月
は
次
第
に
彼
等

を
南
化
せ
し
め
た
。
東
晉
の
中
世
に
、
桓
温
が
中
原
恢
復
に
手
を
着
け
、
永
嘉

の
亂
に
南
渡
し
た
者
は
、
一
切
北
土
に
還
附
せ
ん
と
計
畫
し
た
時
、
彼
等
は
む

し
ろ
安
樂
の
南
土
を
後
に
、
喪
亂
の
北
土
に
歸
る
こ
と
を
憚
つ
た
の
で
あ
る
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（14

）
。
間
も
な
く
い
は
ゆ
る
庚
戌
の
制
が
布
か
れ
て
、
南
土
に
僑
寓
し
て
居

る
者
は
、
一
切
そ
の
所
在
の
版
籍
に
登
録
さ
れ
、
課
役
に
服
す
る
こ
と
と
な
つ

た
。
こ
の
中
國
の
世
族
　
　
聲
望
に
於
て
智
識
に
於
て
當
時
尤
も
卓
越
し
た
漢

族
　
　
の
多
數
が
江
南
に
遷
徙
し
、
永
住
し
た
こ
と
が
、
漢
族
特
有
の
文
化
を

傳
播
し
て
、
南
方
開
發
に
多
大
の
貢
獻
を
し
た
こ
と
は
申
す
迄
も
な
い
。

　
南
北
朝
對
立
の
際
、
南
朝
は
北
朝
を
指
し
て
索
虜
と
い
ひ
、
北
朝
は
南
朝
を

斥
け
て
島
夷
と
い
ひ
、
互
に
誹
詆
を
逞
く
し
て
正
閏
を
爭
う
た
。
正
閏
如
何
の

問
題
は
別
と
し
て
、
公
平
に
批
判
す
る
と
、
北
朝
は
地
は
中
原
を
占
め
て
、
人

は
左
衽





の
夷
類
で
あ
る
。
南
朝
は
地
は
島
夷
に
屬
し
て
、
人
は
衣
冠
の
華
族
で

あ
る
。
北
齊
の
顏
之
推







は
南
北
を
比
較
し
て
、

　
　
冠
冕
君
子
、
南
方
爲
優
。
閭
里
小
人
、
北
方
爲
愈
。

と
評
し
て
居
る
（15

）
。
こ
は
主
と
し
て
言
語
音
韻
に
就
い
て
下
し
た
評
で
は

あ
る
が
、
推
し
て
一
般
に
も
應
用
す
る
こ
と
が
出
來
る
と
想
ふ
。
當
時
北
土
の

民
間
に
は
、
猶
ほ
漢
族
多
數
で
、
そ
の
風
尚
は
南
方
呉
越
の
民
衆
に
優
つ
て
居

つ
た
が
、
南
朝
の
卿
相
は
漢
族
の
甲
姓
で
、
そ
の
應
對
は
遙
に
北
朝
の
高
官
　

　
多
く
は
塞
外
種
族
の
出
身
た
る
　
　
に
優
つ
て
居
つ
た
の
で
あ
る
。

　
晉
の
南
渡
後
、
隋
の
統
一
に
至
る
ま
で
、
約
三
百
年
の
間
、
北
支
那
と
南
支

那
と
相
對
立
し
て
、
文
藝
・
學
術
・
風
尚
そ
の
他
萬
端
に
渉
つ
て
、
顯
著
な
る

相
違
を
表
は
し
て
居
る
。

　
先
づ
『
顏
氏
家
訓
』
や
『
南
史
』
『
北
史
』
等
を
材
料
と
し
て
當
時
の
南
北

の
風
尚
を
比
較
す
る
と
、
南
方
で
は
茗



を
飮
み
魚
を
食
つ
た
が
、
北
方
で
は
酪

を
飮
み
肉
を
く
ら
つ
た
。
南
人
は
老
莊
を
尚
び
、
室
内
の
清
談
に
耽
つ
た
間
に
、

北
人
は
郊
外
の
守
獵
に
馳
驅
し
た
。
南
人
は
奢
侈
懦
弱
で
あ
つ
た
が
、
北
人
は

質
素
剛
健
で
あ
つ
た
。
南
朝
の
官
人
は
皆
輿
に
乘
り
、
偶
馬
に
乘
る
者
が
あ
る

と
、
世
の
指
彈
を
受
け
た
が
、
北
朝
は
皆
騎
馬
に
限
つ
た
。
北
の
儒
生
は
皆
兵

射
に
達
し
て
居
つ
た
が
、
南
方
で
は
餘
り
流
行
せ
ぬ
。
北
人
は
女
は
織
衽
に
、

男
は
農
耕
に
力
め
て
、
一
般
に
勤
儉
の
風
が
あ
つ
た
が
、
南
人
は
一
體
に
織
耕

を
厭
ひ
、
殊
に
そ
の
貴
族
は
不
斷
の
安
逸
を
貪
つ
た
。
生
計
に
餘
り
頓
着
せ
ぬ

南
人
は
、
概
し
て
數
學
に
不
得
手
で
あ
つ
た
が
、
北
人
は
そ
の
反
對
に
尤
も
算

數
に
長
じ
て
居
つ
た
。
南
北
と
も
に
魏
晉
の
後
を
承
け
て
、
門
閥
を
重
ん
じ
た

が
、
南
朝
は
殊
に
極
端
で
あ
つ
た
。
從
つ
て
譜
學
の
流
行
も
南
朝
が
一
層
で
、

士
庶
の
區
別
も
、
官
途
の
制
限
も
、
頗
る
嚴
重
で
あ
つ
た
が
、
塞
外
種
族
の
勢

力
あ
る
北
朝
で
は
、
こ
の
弊
が
や
や
尠
い
。
要
す
る
に
北
方
で
は
塞
外
殺
伐
の

風
が
著
し
く
、
南
方
で
は
漢
族
文
弱
の
風
が
目
に
着
く
。
こ
は
支
那
の
南
北
問

題
を
攻
究
す
る
に
當
つ
て
、
輕
々
に
看
過
す
べ
か
ら
ざ
る
一
大
現
象
で
あ
る
。

　
次
に
當
時
の
經
學
界
を
見
渡
す
と
、
北
人
は
訓
詁
を
重
ん
じ
、
南
人
は
義
理

を
重
ん
ず
る
。
北
人
は
東
漢
の
舊
學
を
承
け
、
南
人
は
魏
晉
の
新
學
を
承
け
た
。

北
朝
で
は
易
は
鄭
玄
の
註
を
採
る
が
、
南
朝
で
は
王
弼
の
註
を
採
つ
た
。
書
で

は
北
朝
は
鄭
玄
の
註
を
用
ゐ
た
が
、
南
朝
は
孔
安
國
の
註
を
用
ゐ
た
。
左
氏
傳

は
北
朝
は
服
虔
の
註
に
循
う
た
が
、
南
朝
は
杜

預

の
註
に
循
つ
た
。
唐
人
は
こ

の
學
風
の
相
違
に
就
い
て
、

　
　
南
人
約
簡
得
其
英
華
。
北
學
深
蕪
窮
其
枝
葉
。

と
評
し
て
居
る
（16

）
。
こ
の
評
の
當
否
は
兎
に
角
、
唐
の
太
宗
の
貞
觀
十
四

年
に
、
孔
穎
達







等
に
命
じ
て
、
『
五
經
正
義
』
を
選
せ
し
め
た
時
、
唐
は
北
朝

の
後
を
承
け
た
に
拘
ら
ず
、
大
體
南
朝
の
經
説
を
採
用
し
て
、
北
朝
の
經
學
を

排
斥
し
た
。

　
南
北
の
書
道
に
も
そ
の
間
に
看
過
す
べ
か
ら
ざ
る
相
違
が
あ
る
。
南
朝
の
書

風
は
す
べ
て
婉
麗
清
雅
で
、
北
朝
は
概
し
て
痩
硬
古
樸
、
各
〻
そ
の
特
徴
を
備

へ
て
居
る
け
れ
ど
、
北
朝
に
は
遂
に
王
羲
之
・
王
獻
之
父
子
に
當
り
得
る
程
の

大
立
者
が
な
い
。
顏
之
推







が
北
人
を
評
し
て
、
書
迹
鄙
陋
、
造
字
猥
拙
と
い
へ

6晉室の南渡と南方の開發



る
は
、
或
は
酷
に
失
す
と
し
て
も
、
南
人
が
擧
つ
て
二
王
の
書
迹
の
模
仿
に
腐

心
す
る
に
比
し
て
は
、
一
體
に
及
ば
ざ
る
こ
と
遠
し
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
唐

宋
の
學
者
の
書
道
を
論
ず
る
者
、
皆
南
に
厚
く
し
て
北
に
薄
い
の
は
、
必
ず
し

も
各
自
の
嗜
好
に
佞
す
る
結
果
と
の
み
は
斷
じ
難
い
。
李
唐
の
世
と
な
り
、
太

宗
が
王
羲
之
を
尊
崇
し
て
以
來
、
書
道
に
於
て
も
南
派
は
北
派
を
壓
倒
す
る
こ

と
と
な
つ
た
（17

）
。

　
文
詞
に
就
い
て
も
南
北
の
間
に
好
尚
の
異
同
が
あ
る
。
南
人
は
文
華
を
尚
び
、

北
人
は
質
實
を
尚
ぶ
。
各
〻
得
失
は
あ
る
が
、
齊
・
周
以
來
、
南
朝
輕
綺
の
文

體
次
第
に
北
に
流
れ
て
、
隋
唐
の
際
に
行
は
れ
た
。
こ
の
點
に
於
て
も
、
北
人

は
南
人
に
一
籌
を
輸
し
て
居
る
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
（18

）
。

　
南
北
の
音
樂
を
論
ず
る
と
、
南
に
は
呉
楚
の
聲
多
く
、
北
に
は
胡
虜
の
音
多

い
。
等
し
く
純
正
を
缺
く
と
し
て
も
、
北
樂
に
比
し
て
南
樂
は
遙
に
優
つ
て
居

つ
た
。
西
晉
の
末
、
洛
陽
・
長
安
の
陷
落
し
た
時
、
伶
官
樂
器
は
匈
奴
に
入
り
、

一
時
中
國
傳
來
の
雅
樂
は
失
は
れ
た
け
れ
ど
も
、
江
東
の
新
朝
廷
の
不
斷
の
努

力
に
よ
つ
て
、
次
第
に
遺
工
逸
樂
を
採
拾
し
、
殊
に
淝
水
の
戰
勝
と
共
に
、
西

晉
・
漢
・
趙
・
燕
・
前
秦
と
傳
へ
て
來
た
樂
工
を
獲
て
、
廟
堂
の
雅
樂
大
に
備

つ
た
の
で
あ
る
（19

）
。
隋
の
文
帝
が
陳
を
平
げ
て
後
ち
、
南
朝
の
樂
を
耳
に

し
て
、
華
夏
正
聲
也
と
嘆
美
し
た
の
は
、
誠
に
故
あ
る
こ
と
と
思
ふ
。
隋
及
び

唐
の
音
樂
は
、
大
體
に
於
て
、
南
北
を
併
せ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
雅
樂

は
、
畢
竟
南
朝
の
雅
樂
で
あ
る
か
ら
、
音
樂
に
於
て
も
南
が
北
に
勝
つ
た
譯
で

あ
る
（20

）
。

　
永
嘉
以
來
三
百
年
間
、
中
原
と
江
南
と
界
を
限
り
、
各
自
の
文
化
を
有
し
て

相
對
抗
し
た
が
、
結
局
は
南
方
の
學
術
・
文
藝
が
勝
利
を
博
し
た
の
で
あ
る
。

南
方
文
化
の
勝
利
、
こ
は
確
に
破
天
荒
の
事
變
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
南
北
支
那
の
文
化
發
達
の
迹
を
達
觀
す
る
と
、
明
に
三
大
時
期
に
分
つ
こ
と

が
出
來
る
。
魏
晉
以
前
は
北
支
那
の
文
化
が
遙
に
南
支
那
を
壓
し
た
時
代
で
、

明
清
以
後
は
南
支
那
の
文
化
が
遠
く
北
支
那
を
壓
し
た
時
代
で
あ
る
。
試
に

『
後
漢
書
』
の
儒
林
・
文
苑
の
二
傳
に
、
專
傳
を
も
つ
て
居
る
六
十
四
人
　
　

材
料
と
し
て
は
聊
か
不
充
分
で
、
又
不
適
當
か
も
知
れ
ぬ
が
　
　
を
本
と
し
て
、

東
漢
二
百
年
間
に
於
け
る
人
材
分
布
の
樣
子
を
、
今
の
地
理
に
當
て
て
調
査
す

る
と
、
上
の
如
き
結
果
を
生
ず
る
。

　
即
ち
北
五
省
に
産
し
た
人
材
は
、
南
五
省
に
産
し
た
人
材
の
七
倍
以
上
に
當

つ
て
居
る
。
當
時
北
方
の
文
化
が
南
方
を
壓
し
た
明
證
で
あ
る
。

　
飜
つ
て
『
皇
明
通
紀
』
の
第
十
三
卷
に
收
め
て
あ
る
、
會
元
（
京
師
で
擧
行

す
る
會
試
の
首
席
合
格
者
）
三
及
第
（
殿
試
の
最
優
等
者
、
す
な
は
ち
状
元
・

榜
眼
・
探
花
の
三
人
）
總
考
を
根
據
と
し
て
、
明
の
洪
武
四
年
よ
り
萬
暦
四
十

四
年
に
至
る
二
百
四
十
五
年
間
に
出
た
、
會
元
及
び
三
及
第
者
の
總
數
二
百
四

十
四
人
　
　
こ
の
統
計
は
幾
分
不
正
確
か
も
知
ら
ぬ
が
　
　
に
就
い
て
、
當
時

の
人
材
分
配
の
状
況
を
觀
る
と
、
全
然
趣
を
異
に
し
て
ゐ
る
。

す
な
は
ち
南
方
の
人
材
は
北
方
の
そ
れ
に
比
し
て
七
倍
以
上
に
當
つ
て
ゐ
る
。

北
支
那
は
最
早
明
か
に
南
支
那
の
敵
で
は
な
い
。

　
漢
の
司
馬
遷
が
、

　
　
夫
齊
魯
之
閑
於
文
學
、
自
古
以
來
其
天
性
也
（21

）
。

と
評
し
た
の
は
、
魏
晉
以
前
に
於
て
は
事
實
で
あ
る
が
、
明
以
後
に
は
通
用
せ

ぬ
。
清
の
乾
隆
帝
は
之
に
反
し
て
、

　
　
江
浙
爲
人
文
淵
藪
（22

）
。

と
評
し
て
居
る
が
、
こ
は
明
清
時
代
に
は
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
事
實
で
、
然
も

7



魏
晉
以
上
に
は
適
當
せ
ぬ
。
要
す
る
に
支
那
近
代
の
學
術
に
つ
い
て
論
ぜ
ば
、

北
は
遠
く
南
に
遜
り
、
古
代
の
學
術
に
就
い
て
論
ぜ
ば
、
南
は
遠
く
北
に
遜
る
。

是
が
山
に
も
比
す
べ
き
斷
案
で
あ
る
（23

）
。

　
支
那
の
歴
史
は
一
面
よ
り
觀
れ
ば
、
漢
族
の
文
化
の
南
進
の
歴
史
と
も
い
へ

る
。
魏
晉
以
前
は
支
那
文
化
の
中
樞
は
北
支
那
に
在
る
。
明
清
時
代
に
は
南
支

那
に
在
る
。
こ
の
間
判
然
と
鴻
溝
を
劃
し
て
居
る
。
魏
晉
以
後
の
一
千
年
は
、

正
し
く
こ
の
支
那
文
化
の
中
樞
の
移
動
す
る
過
渡
期
で
あ
る
。
こ
の
過
渡
の
門

戸
を
開
い
た
の
が
、
晉
室
の
南
渡
で
あ
る
。
晉
室
南
渡
の
最
大
意
義
は
斯
に
存

す
る
こ
と
と
想
ふ
。

　
　
參
照

　
　
（
１
）R

ichthofen;C
hina,B

d.I.s.340-342.

　
　
（
２
）
清
の
崔
述
の
『
崔
東
壁
遺
書
』
泗
洙
考
信
餘
録

　
　
（
３
）
『
經
史
説
林
』
所
載
、
岡
田
正
之
氏
の
「
支
那
の
古
代
に
於
け
る

　
　
南
北
思
想
説
に
就
き
て
」

　
　
（
４
）
『
漢
書
』
卷
六
十
九
趙
充
國
傳
贊

　
　
（
５
）
『
後
漢
書
』
卷
八
十
八
虞
詡
傳

　
　
（
６
）
清
の
顧
炎
武
の
『
日
知
録
』
卷
三
十
一

　
　
（
７
）
『
孟
子
』
滕
文
公
上

　
　
（
８
）
『
史
記
』
卷
之
七
項
羽
本
紀

　
　
（
９
）
『
資
治
通
鑑
』
卷
八
十
五
晉
紀
七

　
　
（10

）
『
後
漢
書
』
卷
八
十
三
徐
穉
傳

　
　
（11

）
『
晉
書
』
卷
七
十
一
陳
※
傳

　
　
（12

）
『
資
治
通
鑑
』
梁
紀
十
三
陳
紀
五

　
　
（13

）
『
晉
書
』
卷
百
五
石
勒
傳
下

　
　
（14

）
『
資
治
通
鑑
』
卷
一
百
一
晉
紀
二
十
三

　
　
（15

）
『
顏
氏
家
訓
』
音
辭
篇

　
　
（16

）
『
隋
書
』
卷
七
十
五
儒
林
傳

　
　
（17

）
清
の
阮
元
の
『
※
經
室
集
』
三
集
卷
一
所
載
、
「
南
北
書
派
論
」

　
　
（18

）
『
隋
書
』
卷
三
十
五
經
籍
志
四

　
　
（19

）
『
資
治
通
鑑
』
卷
一
百
五
晉
紀
二
十
七

　
　
（20

）
『
舊
唐
書
』
卷
二
十
八
音
樂
志
一

　
　
（21

）
『
史
記
』
卷
百
二
十
一
儒
林
傳

　
　
（22

）
『
史
學
雜
誌
』
第
十
三
編
九
號
所
載
、
市
村
博
士
の
「
四
庫
全
書

　
　
と
文
淵
閣
と
に
就
い
て
」
に
引
く
所
の
乾
隆
帝
四
十
七
年
七
月
の
上
諭

　
　
（23

）
『
國
粹
學
報
』
第
一
年
學
篇
所
載
、
清
の
劉
光
漢
の
「
南
北
學
派

　
　
不
同
總
論
」

　
　
　
　
　
　
（
大
正
三
年
十
月
『
藝
文
』
第
五
年
第
一
〇
號
所
載
）
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
桑
原
隲
藏
全
集
　
第
一
卷
　
東
洋
史
説
苑
」
岩
波
書
店

　
　
　1968
（
昭
和43

）
年2

月13

日
発
行

底
本
の
親
本
：
「
東
洋
史
説
苑
」

　
　
　1927

（
昭
和2
）
年5

月10

日
発
行

入
力
：
は
ま
な
か
ひ
と
し

校
正
：
菅
野
朋
子

2002

年1

月15

日
公
開

2014

年8

月26

日
修
正

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.

aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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